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1．なぜ「ABC…」なのか？
英語を学びはじめるときにまず真先に習うのは，アルファベットだ。英語で
は「エー・ピー・シー…」と始まるが，ドイツ語ではfアー・ベー・ツェー」，
フランス語で、は「アー・ベー・セー」，国際共通語のエスペラントでは「アー・
ボー・ツ1－　－jとなる。コトバによって文字の読み方が違うが，順序には変わ
りがない。「ABC…」の総称である「アルファベット」という名前も，もとは
といえばギリシア語の字母表の最初の二文字の呼び名，「アルファ」「ベーター」
にもとずいている。いわば，「エービー」ということだ。
　ラテン文字とは少し異なるスラブ系統の言語でも，文字の発音が違い，配列
に多少の異動があるが，基本的には英語と同様の順番によっている。いやそれ
どころか，いわゆるインド・ヨーロッパ語族に属さない現代アラビア語やヘブ
ライ語でも，字母表の始まりはABだし，途中も英語の配列に似たような部
分がある。これはいったいどういうわけだろうかと，これまでなんの疑問も抱
かずに唱えてきたアルファベットの文字の並べ方に，はじめて疑問が生じたの
だった。
念のために，現在英語で使われているアルファベットを一覧してみよう。
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ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVwXYZ
　この表をじっと見て，各文字の配列順序になんらかの「必然性」をみつける
ことのできる人がいるだろうか。まずだいいちに，実際の発話を成り立たせて
いる「音節」の基礎となる母音が，なんの脈絡もなく勝手なところに挿入され
ている。子音については，GとH，　MとN，　SとTのように音声的に近い関係
にある音を表す文字が隣合わせになってはいる。1とJ，UとVとWの二組
は，もともとひとつの文字が分化したものだ。しかし，その他の文字は，その
表す音が互いにあまり関係がないのに，ただ雑然と並べてあるような印象だ。
どうしてこんなものが，長いあいだだいじに受け継がれてきたのだろうと，い
まさらながら不思議だ。
　その疑問を解こうとして、英語学関係の辞典を調べた。大塚高信編「新英文
法辞典」（三省堂，1983年）と，石橋幸太郎その他編「現代英語学辞典」（成美
堂，1973年）だ。どちらも分厚くきわめて学術的な労作で，「Alphabet」の項
目には，その起原や歴史について古代文字の実例を載せて，詳細に説明してあ
る。だが，字母表の文字の配列順に関しては，ついに一言の言及もなかった。
要するに，まだ解明されていないのか，それともそんなことは本来どうでもい
いことなのかも知れないが，私にはやはり心残りだった。
　「ランダムハウス英和大辞典」（小学館，1979年）の冒頭「A」の項には，
fro〃z　A　toZという成句があり，「初めから終りまで」と訳語がついている。
例文には，He　kllows　the　Bible　from　A　to　Z（聖書のことならすみからすみ
まで知っている），This　is　simply　a　dictionary，　from　A　to　Z（これはどこ
をとってもまさしく辞典である）などの用例を引いている。新約聖書には，「我
はアルパなり，オメガなり，最先（いやさき）なり，最後（いやはて）なり，
始なり，終なり」（ヨノ・ネ黙示録，22章13節）という一節がある。アルパはア
ルファと同じ，オメガとはギリシア字母の最後にくる文字だ。
　こういう例をみると，私にいわせれば「根拠のない」アルファベットの配列
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順が，ヨーロッパの文化の中に当然のように定着してしまっているようで，そ
れになんとかリクツづけをしないと落ち着かなくなってくるのだ。別段この問
題を専門的に「研究」したわけではないが，私なりに考えたこともあるので，
それをまとめることにした。
IL　英語のアルファベットを遡る
　上述の「新英文法辞典」によると，現代英語の母体となったアングロ・サク
ソン民族は，紀元七世紀キリスト教に改宗するまでは古代ゲルマン族に共通の
「ルーン文字」を使用していた。これは，オリエント地方のくさび形文字にも．
似たところのある直線を組み合わせて作られたもので，「ラテン字母を祖とし
て紀元二，三世紀頃生まれたもの」であるが，宇形も配列順もラテン語のそれ
とはかなり異なっていた。最初の数文字の音価をとって「フーサーク」（futhark）
と呼んでいる。
　　　　ルーン文字のアルファベット（田中美輝夫著
　　　　　　「英語アルファベット発達史」による）
ro黙獣；燃恨幾・籠サ鱈部蒐
　ここでも，並列する各文字のあいだに，音声的に明確な相互関係を見つける
のは困難だ。しかし，文字の順序は一定しているから，なにか原則があったに
ちがいない。
　ところで，アングロ・洪クソン人がキリスト教に改宗してから，ルーン文字
はラテン文字にとってわかられるようになったが，ラテン文字では表記できな
い［e］・［6］，［w】などの音を示すには，従来の文字がそのまま使われていた。
11世紀の「ノルマン人の征服」のあと，種々の改良が加えられ，17世紀の半ば
にいたって，やっと現在のような英語のアルファベットが確立したということ
だ。注意すべきは，その際一部の異動はあ6たが，ラテン語字母表の配列順が
継承されていることだ。
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　それでは，そのラテン語のアルファベットはどこから来たかというと，ギリ
シア語に起源をもっているのだ。前述の「現代英語学辞典」によれば，「今日
ヨーロッパで用いられているすべてのアルファベットは，直接にせよ間接にせ
よ，ギリシア字母に由来している」ということだ。このギリシア字母は，西へ
進んではローマ人のラテン文字となり，北に向かってはゲルマン人のルーン文
字を生みだし，さらに東方に入ってスラブ民族のキリル文字の母体となった。
現代に及んでは，もともと言語系統の異なるアジア・アフリカ諸国の民族語も
ラテン文字を表記手段とする場合が多く，ヨーロッパ起源のアルファベットは
地球の表面を覆いつくしている観がある。古代ギリシアの栄光の名残とでもい
えるだろう。
　現在，標準的とされるギリシア語の字母と音価は次の通りだ。
（田中，松平共著「ギリシア語入門」岩波全書による）
大丈宰小文字??????????????????? ?? ? ?? ?? ?? ? ??
2g　Siglna（alwa）
　　名　　稻
Alpha（～竃λのα）
Beta（β幻7α）
Gamma（　’7Ctltpaa）
Delta（δ‘λTa）
Epsllon（きψ杁6y）
zeta（ζ臼7α）
Eta（痂α｝
Thξ…ta　（θ分丁α）
1δta（～dira）
Kappa（rcdirTα）
工潟mbda‘λdStβδa）
MY（μの
NY（〃の
Xi（ξTヌぽξの
0：nikron　（b　μτκρ6ソ）
Pi（π‘ヌはπξ‘）
Rh6（Pdi）
Tau（raO）噛
Ypsiton（δψご入6〃）
Phi（Pb又廷go‘）
Khi（x？3ζぽxe？）
PsI（ψTヌぱzPeT）
0エnega‘るμ‘γα）
音個
a
b
g
d
e
！，
e
th
i
k＊
l
mn
x
O
P
r（rh）
8
t
y（自ほ）
ph
kh＊
ps
6
これを，初期ラテン語や現在の英語のアルファベットと対照させると，次の
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ようになる。（ラテン語，英語は，ギリシア語にあわせて順序を変えだ。－ ﾎ応
する文字がないところは省略した。）
ギ．／1　B　1”　aEZHθ1　1〈　A　／14’　Aコ、宮017PΣTrφX夢ρ
ラ．ABCDEZ　IKLMN　OPRSTY
英．ABCDEZ　IKLMN　OPRSTY
　（初期ラテン語では，特に固有名詞の場合，CをもってG音を表すことが
　　あった。英語はそれを踏襲したものと思われる。）
　ラテン語や英語は，ギリシア語の原形を基本とし，必要な加除をほどこした
ものだ。すなわち，θ，3，φ，X，Ψは，それぞれTH，　KS，　PH，　KH，　PS
となり，これに1，「（＝U）がそれぞれ分化して1，J及びV，　Wが生じ
たものと思われる。いずれにせよ，ギリシア語が源泉であることは明らかなの
だが，確実に遡及できるのはここまでで，それから先は諸説があっていまだに
断定できない状態という。
　一見してわかるように，ギリシア語のアルファベットも文字の配列について
はほとんど無原則だ。なんらかの理由がなければ，初めからこんな並べ方をす
るはずはないと，常識的にも判断できる。つまり，ギリシア語の字母表もまた
原初の形ではないらしいということだ。
　それでは，ギリシア字母の起原はどこであろうか。「新英文法辞典」には，
「（疑問の余地はあるが）一般にはセム語族の字母であると考えられている」
といっている。セム語族といえば，現代ではアラビア語やヘブライ語．エジプ
トのコプト語などがあり，古代ではイエス・キリストの母語といわれるアラム
語やフェニキア語がある。いずれも，子音三個から成る語根を中核として複雑
な屈折体系を有する言語だ。
　「現代英語学辞典」は，この間の事情に立ち入って，1905年以来エジプトと
oハレスチナを結ぶシナイ半島で発見された刻文や，1928年に発見されたウガリ
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ット文字の解読の結果，「アルファベットの起原は，シナイ文字に由来するで
あろう北セム語字母にあるということは疑う余地がなくなっている」と述べて
いる。「新英文法辞典」によれば，エジプト学者のA．H．ガー一・ドナーは，さら
に「シナイ文字は究極的にはエジプトの象形文字に由来すると主張した」とい
うことだ。各アルファベットの文字カミ，その形態，名称，配列にいたるまで非
常によく似ているというのが，その理由だ。たとえば，シナイ字母とエジプト
字母の最初のふたつは，ともに声門閉鎖音（glottal　stop）とb音を表し，字
形はどちらも「牡牛」と「家」をかたどっている。とすれば，ギリシアどころ
か，ピラミッドとスフィンクスのエジプト文明の所産が，言い換えればツタン
カーメンをはじめとする諸王のミイラの亡霊が，世界の文字体系の成立に大き
な影を投げていることになる。オリエント学者の矢島文夫氏は，「文字学のた
のしみ」（大修館書店，1977年）の中で，エジプトやバビロニアを含む古代オ
リエント地方の文字と中国の漢字との関連について，その可能性を必ずしも否
定していない。古代インドのサンスクリット語の文字体系成立には，オリエン
ト文字の影響が認められるという説もある。もしほんとうならば，サンスクリ
ットをモデルにした日本語の五十音図や朝鮮語のハングル文字も，さらにはモ
ンゴル語のパスパ文字やビルマ，カンボジア，タイなど東南アジア諸言語の文
字も，その延長線上にあることになる。話はどうやら思いもかけない方面に拡
大してきたようだ。　　　　　　　　　　　’
　さて，7ルファベットの「究極の」源泉とみなされるシナイ文字やエジプト
象形文字が表していた言語は，すでに述べたようにインド・ヨーロッパ語族と
は系統を異にするセム語族に属する。その書記法の特徴は，母音を表記せず，
文宇といえば子音文字だけで，現在でもふつうは母音符号を使わないというこ
とだ。たとえば，アラビア語ではrK　T　B」という三つの子音から成る語
があるが，これは読み方によって次のようにいろいろな意味となる。
　KaTaBa　　（彼は書いた）　　　　KuTiBa　　（それは書かれた）
　KaTTaBa　　（彼は書かせた）、　　KuTuBun　（「本」の複数）
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　こういう具合だから，ただでさえ難解なアラビア語がまLg一ますとっつきにく
くなるのは当然だ。まして，言語系統が違うペルシア語やウルドゥー語，それ
に昔のトルコ語やマライ語までがアラビア文字で書かれていたのだから，とう
てい正確な言語表記ができるはずがない。
　しかし，一方，セム語族諸語の．アルファベットを見ると，ギリシア語起原の
アルファベットに比べて，母音文字が存在しないことはもちろんだが，そのほ
か子音文字が音声的にも比較的よくまとめられているのに気がつく。例とし
て，現代アラビア語の宇母表をラテン文字に転記して，以下に示す。
’B　T　TH
‘GH　F　Q
J’H　KH　D　DH　R　Z　S　SH　S　D　T　Z
K　L　M　N　H　W　Y
　（’は声門閉鎖音，KHはKの有気音，　DHは英語の〔6〕，　SHは英語の
　〔∫〕，‘は咽頭摩擦音，GHはその有声音，　QはKよりも奥深い口蓋垂音，
　文字の下の点はそれが強勢子音であることを示す。）
　このようなセム語の字母表の基本原則は，古代のシナイ文字やエジプト象形
文字の配列にもうふがわれるところだ。参考のため，次・ミージに「新英文法辞
典」所載の「エジフ6ト・．シナイ・ヘブライ・馳シェニキア．ギリシア・ラテン字
母対照表」を転載す6。　　　”
　私の考えでは，少なくともセム語の段階までは；「アルファベット」は概し
て特に不自然な配列ではなPt　？・たようだ1問題は母音文字の導入に始まると思
つ。「現代英語学辞典」によれば，ギリシア人がアルファベットに与えた変改
の中でもっとも大きなものは，「純粋に子音字母であったセム語字母を母音を
含んだ現代のアルプァベットに変充たこと」だ。そのおかげで，言語の表記は
精密となったが，その反面では，字母表の配列順が混乱してしまった。古代文
化の頂点燵するほどの叡知・浴れるギリシア人がことさらこうい鯉不尽な
ことをするはずがない。これには，きっとなにかわサがあるにちがいないのだ。
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敦???
?、
?
???????
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　エジプト・シナイ・セム・ギリシャ・ラテン字母対照表
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　　　　　a1pha　A
　　　　　beta　　B
　　　　．ga組ma　G
　　　　　de：ta　’D
　　　　　epsi10題　E
三1・・a・　1・
　　　　　　　　1・王
　　　　　　　　TH
　　　　　　　　I
　　　　　　　　K’
　　　　　　　　L
　　　　　　　　M
列??
??「?1鷲辞1
1？
「
wl
f．・1　・
　　Pp．
L　　Ψ　　zeg
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　　．盾拷ｳ¢「o具．O
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τhO R
・Slgma S
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　　　　　　〔註〕僻母において対照すべき文9：のない猫は省いた．原音価｝馴・・は
　　　　　　　　9！・tta；・tgP　Te・’は・91ced　f・i・at：vc　pha・y・g・1・。undを凄はS・qtt：、h
　　　　　　　　cizに近い音を・書はセム語に辱キイ∫の強い暗をそれぞれ獅す．　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評
　　　　　　　　　IIL　もうひとつのアルファベット　　　　’
　英語アルファベットの由来を訪ねてよう．やく古代セム語Oと到達したのだが，
ここにもうひとつこれまで見たものとは別の構成原理によるアルファたットが
あることに注意したい。それは，文字の無造作な並列にょるのではなく，母音
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と子音を明確に分離したうえで，各文字の表す音声の特微を正確にとらえて分
類，配列したものだ。この種のアルファベットの代表は，古代インドのサンス
クリット語に見られる。これは，ただ直線的に並列されるだけでなく，場合に
ょってはちょうど日本語の「五十音図∫のように，母音を一方の軸に，子音を
もう一方の軸に並べると，それがそのままその言語の音節一覧表のような景観
を呈する。（ただし，閉音節は除外する。）
　サンスクリットの直系である現代インドの公用語ヒンディー語の字母配列の
基本原則も，母音を先にし，子音は同種のものをまとめてそのあとに置くとい
うことだ。土井久弥編「ヒンディー語小辞典」（大学書林，1975年）によると，
各字母の配列順は次のようになる。（ヒンディー文字はラテン文字に転写した。）
〔母音〕　1．a　2．a　3． 4．i　5．　u　 6．　U　 7．　ri
8．e　　　9．　ai　10．0　　11．　au
〔子音〕　12．ka　　13．　kha
17．ca 18．cha
22，ta　　　23．　tha
27．ta　　　　28．　tha
32．pa
37．ya
38．ra
40．va
41．§a
44．ha
14，ga
19．ja
24．da
15．gha
20，jha
25．dha
29．da　　　30，　dha
16．nga
21．nya
26．na
31．na
33．pha　　34。　ba　　35．　bha　　36．　ma
39。la
42．sa　　　43。　sa
（注）1・　ヒンディー語の字母は音節文字であり，該当する子音に母音aをつけて読
まれる。その他の母音がつくどきは，母音符号を用いて表す。
2・　cは〔t∫〕，jは〔ds〕，下点をつけたのは捲舌音，　hは有気音を示す。
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　仏教の東アジアへの進出にともない，サンスクリットに基づく古代インドの
アルファベットは，日本や朝鮮にも大きな影響を及ぼした。
　まず日本では，平安時代に成立したとされる「五十音図」は，明らかにサン
スクリットの字母表の模倣である。ただ，日本の場合は，母音符号を使わず，
すべての字母が自立的な音節文字をなしているのが特色だ。子音の配列は，イ
ンドのそれをそのままにとりいれていることがわかる。、
文字の配列順について日本語五十音図とヒンディー語字母表との対照
?????
ノ、
?????
????????
?????????
?
??
?
レ　　ロ
ヱ　ヲ
a　i　u　e　o
ka
????
pa
ma
ya
ra
va
（注）1・caに相当するところに「サ行」があててあるのは，日本語で頻用される
　　　「サ行」音を，サンスクリットのように最後部に置くのをきらったためだろ
　　　うか。
　　2・paに「ハ行」があててあるのは，当時の日本語の実際の発音を反映して
　　　いる。
　　3・両唇を使う半母音vは，w音に近い。
　　4・ンは母音がつかないので，別格扱となったのだろう。
　日本語の五十音図に相当するのが，朝鮮語の「反切表」だ。渡辺，鈴木共著
「朝鮮語のすすめ」（1981年講談社）から，その実例を次のページに転載す
る。
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反　切表
　　　　　　　　　　　　　　［a］　［ja］　［O］　［jo］　〔0］［jo〕［U］⊂ju］〔UI］　［i〕
「〔kコ　7｝　7k　71
1－［nユ　ヰ　ヰ　同
こ［tコ4　4　vl
E［rコ　斗　畔　ul
u［m］叫・ト可
H［Pコ　Hl一　日｝・　Hl
＾［s］ストxV　xl
o［｛5コ　o｝　ok　c・1
ス［t∫］ス｝ス》スl
i［t∫‘］斗iト斜
ヲ〔k‘］　ヲ｝一　ラ雫　　ヲl
E［ゼコ　Eト　uk　El
エ　〔P‘］　　二｝。　・5非　　yl
6［h〕　tト　tト　61
　朝鮮固有の文字は「ハングル」と呼ばれ，1446年李朝の世宗王が「訓民正
音」として公布したものだ。成立の時代も新しいためか，朝鮮語の特質にあわ
せて非常に合理的だ。
　たとえば，母音と子音にそれぞれ独自の字母をあて，その組合わせによって
できるひとつの音節を一個の文字のようにまとめるのだ。ここで問題とする字
母表の配列に関して言うならば，サンスクリットからヒントを得たとはいえ，
有気音をひとまとめにしたり，子音の欠如を示す○を考案したり，字母の配列
順そのものも，「五十音図」のような全面的模倣ではない。直線から構成され
る字形は簡素で読みやすく，世界の文字体系のなかでも，もっともよくできた
一91一
ものと言えるだろう。
　さて，ここで本題に戻って，この「もうひとつのアルファベット」の存在
が，ギリシア語起原の英語アルファベットの字母配列の「謎」に，なにか解明
の手がかりを与える可能性があるのだろうか。
　これらの二種類のアルファベットは，世界の言語のなかで代表的なものだ。
ギリシア型はいうなれば「並列的」，サンクリット型は「立体的」だ。前者を
「エー・ビ・一一一・シー型」，後者を「アカサタナ型」と呼んでもよいだろう。私
の着眼したのは，この字母配列を逆にしてみたらどうかということだ。「並列
型」を組換えて「立体型」に作り直してみる。意外に面白い結果が得られたの
だが，それについて述べる前に，配列順の問題を専門書にあたって検討してみ
たい。
IV・音韻か，意味か
　英語のアルファベットも属している「エー一・一ピー・シー型」は，繰り返しい
うように，配列の基準が不明瞭だ。田中美輝夫氏は，その「英語アルファベッ
ト発達史」（開文社出版，1977年　第2刷）の第2章「セムのアルファベット」
の中で，特に一節をこの問題にあてている。すでに述べたように，セム語のア
ルファベットは，「エー・ピー・シー型」の源泉だ。英語のそれに関しても，
参考となるだろう。
　田中氏によれば，これまでに発見された資料に基づいて，「北セム・アルフ
ァベットの文字の順序は遅くとも前15世紀にさかのぼる」と言える。その配列
が偶然か，またはなんらかの原理によっていたのかについては，いろいろの説
がある。
　「一般的にいって，アルファベット配列の方法は通常四つより以上に出な
い。その分類法は次のいずれかであろう。
　　1．　音韻論的分類法
　　2．　形態論的分類法
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　　3．意義論的分類法
　　4．　年代順的分類法
換言すれば，文字は音，形，意味，年代のいずれかに従って配列される」
　（田中　前掲書，43ページ）
　以上四通りの分類法について，田中氏は概略次のように解説している。
　「音韻論的」とは，言い換えれば「科学的分類法」で，文字をその表す音声
の調音位置や有気無気などに従って区分けし，同種のものを並置するのだ。サ
ンスクリットのアルファベットは，この「最も完全な実例」といわれる。
　「形態論的分類」というのは，字形が似ている文字を並列することで，アラ
ビア語のアルファベットがその例となる。アルファベットとは直接関係がない
が，中国語の漢字の部首索引も，これと同じ手法によっている。
　くさび形文字などを除いて，表音文字も表意文字もその始源においては，な
んらかの具体的な事物をかたどっているものだ。「意義論的分類」は，文字の
もととなった事物に着眼して，類似または同種のものを示す字母をまとめて並
べる方法だ。
　最後の「年代順的分類」は，文字を導入の年代順に加えていくもので，たと
えばラテン語のX，Y，　Zは後世新しく採用されたので，字母表の最後に来
る。また英語のJやV，Wは，それぞれ1やUから分化したものであるから，
該当の文字の次に挿入するというわけだ。
　さて，問題のセム語のアルファベットであるが，88ページに挙げた「対照表」
の北セム・アルファベットに関係のある部分をさらにくわしく表示したものが
田中氏の前掲書（22ページ）に載っている。表記の点など「対照表二と多少違
うところがあるが，以下ではこれによって話を進めることにする。
　田中氏にょれば，セム語アルファベットの配列順については，意義論と音韻
論の二つの観点からの仮説があるということだ。
　意義論的仮説に従うと，たとえば
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??
?????????????????????????
??
????????????????????????????，???????????????
?????????ーー 。?㍗㌘???????????
???????? 。 『
??
????? ? ー?? ??? ?????????????? ????
　　（10）y6d　　「手」一（ll）kaph　　「曲げた手」
　　㈱mem　r水」一（ID　nuln　　r魚」
　　（16）　‘ayin　　　　「目」　一（17）　p邑　　　　　　「口」
　　⑳　resh　　「頭」一⑳　shln　　「歯」
　のように，部分的にはこの仮説が妥当するかのように見えるが，「全体を説
明するには不十分である」とされる。
次に音韻論的仮説については，多くの学者が提唱してきたところだが，特に
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英国のアイザック・テイラーの研究が重要であるといわれる。（Isaac　Taylor
“The　Alphabet．　An　Account　of　the　Origin　and　Development　of　Letters．
2vols．，　London，1883，2nd　edition　1899）
　田中氏は次のような例を引用している。
　破裂音　　｛2）beth　　　（3）gimel　　（4）daleth
　摩擦音　　（5）h6　　　（6）wau　　　（7）zayin
　流音　㈲IEmed　㈱m邑m　（10　nUn
　しかし，これも最後の「流音」の項を除いては，いささか強引な論法のよう
な印象だ。「この方法は部分的には成功するが，問題の完全な解決を与えるこ
とに失敗する」という田中氏の意見に，私も賛成だ。
　結論としては，「セム・アルファベットにおける文字の配列は，ただ一つの
原理にもとつくものではなく，音，意味などの数個の原理にもとついたもので
あろう．1といわれるが，常識的にはそのあたりに落ち着くところだろう。
　ずらりと並ぶアルファベットの文字の列を，じっと眺めている限りでは，こ
れ以上にうまい考えも出てきそうにない。発想の転換が必要だ。それは，すで
にふれたように，「アルファベットの縦，横を組換える」ということだ。
V．コロンブスの卵
　世の中には，ちょっとしたヒントが与えられると，それまでどうしてもでき
なかったことが，たちまちできるようになる場合が，よくあるものだ。「コロ
ンブスの卵」は，そのいい例だ。
　ところで，「アルファベットの配列の謎」も，そんな具合で，謎解きの手が
かりがあった。もっとも，そのアイデアは，残念ながら私の独創ではない。私
の尊敬する友人，福田正男氏から伝え聞いたものだ。この「随想」は，その話
に肉づけをしたものに過ぎない。
　福田氏は，すでに70歳を越えるが，国際共通語エスペラントのベテランだ。
戦前，戦中の弾圧時代をくぐり抜け，戦後は「朝明（あさけ）書房」という個
人出版社を主宰して，もっぱらエスペラント関係図書の刊行と国際語思想の普
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及に生涯を捧げてきた。その代表的労作は，「9か国語基礎辞典」だ。これは，
エスペラントを見出し語として，日，仏，英，独，ポーランド，スペイン，イ
タリア，オランダなど各国語の訳語をつけたもので，B5版820ページの大冊
だ。海外での反響も大きく，初版はたちまち売りきれたそうだ。
　その福田氏のいうところによれば，「現在おこなわれているアルファベット
を，母音文字群と子音文字群に分けて並べ直すと，それなりのr原則』が見つ
かる」ということだ。
　そこで，まず手はじめに英語のアルファベットを組換えてみた。左から右へ
と母音がくるごとに行を変えた。JやV，　Wは，もともと1やUと起原が同じ
なので，無視することにした。結果は，
A　　　　　B　C　D
E　　　　　F　G　H
I（J）　KLMNO　　　　　P　Q　R　S　T
U（V㊨　XYZ
　これだけでは，まだなんとも言えないので，さらに，同種音を表わすの子音
文字が同じ行に並ぶように書きかえた。その際，特殊な字母は列外に置いた。
A
E
I（J）
O
U（VW）
?
P
??????
S
??
　　H
L　M　N
X　Y　Z
　できあがった表を見て，驚いた。これは前述の「音韻論的分類」に完全に一
致するではないか。
　英語のアルファベットは，すでに述べたようにラテン語のそれを模範として
いる。それで，各字母の表す音価も古典ラテン語と同様と考えると，この表は
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みごとな音韻目録となっているのだ。
　すなわち，
　　（1）母音をまとめて提示している。しかも，現代言語学と同様に，Aを基
　　　底とし，前舌母音は低母音より高母音へ（A→E→1），後舌母音は開
　　　母音より閉母音へ（A→0→U）という「科学的な」配列だ。
　　（2）BFPは，いずれも唇音である。
　　（3）CGKQは，軟口蓋音である。（C，　Qの当初の音価はKと同じ）
　　（4）DとRSTは，歯茎音としてまとめられる。特にRSTは，ラテン
　　　語の屈折では，互いに入れ替わる場合が多く，近似度が高い。
　　（5）Hは，声門摩擦音として独自の位置を占める。（サンスクリットやア
　　　ラビア語の字母表でも，この音を示す文字は最後に置かれている。）
　　｛6）LMNは，流音として分類できる。
　　（7）XYZは，外来音を表すために後世になって付加されたものだ。
　以上の作業は，言い換えれば，「エー・ピー・シー型」のアルファベットを
「アカサタナ型」のそれに書き直したことを意味する。そして，私の印象では，
どうも後者の方がアルファベットの原形のように思われるのだ。サンスクリッ
トの例を見ても，古代人の音声認識が予想をはるかに越えて高度のものであっ
たことがわかる。無原則な「エー・ピー・シー型」がアルファベットの祖形と
はとうてい考えられない。現在優勢な「エー・ピー・シー型」は，何かのはず
みに生じた歴史的な錯誤に起因すると言わざるを得ない。
　それでは，その「錯誤」はどこで生じたのであろうか。それは，第H節の終
わりでふれたように，ギリシア人がセム語のひとつであるフェニキア・アルフ
アベットを継承したあとで，起こったようだ。
　あえて大胆な仮説をたてれば，事情は次のようであったと思われる。
　　（1）ギリシア人は，フェニキア・アルファベットをとりいれたあと，一部
　　　の子音文字に母音の音価を与え，そのうえ新たに必要な母音文字その他
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　を付け加えた。
②　こうしてできたアルファベットは，当初は「アカサタナ型」の字母配
　列であった。すなわち，母音文字列と子音文字列とが両軸をなして並ぶ
　「立体的」構成であった。
（3）しかるに，なんらかの事情により或るとき突然，音韻的分類が無視さ
　れ，当初とは別方向に文字が並べられ，子音文字の間に母音文字が介在
　するようになった。
（4｝この新しい配列（エー・ピー・シー型）が，実際の書記にあたって
　「アカサタナ型」に比べ，簡便でありスペースもとらないので，いつし
　か定着し，現行の英語その他のアルファベットの祖形となった。
　上述の経過を，実際のアルファベットの例によってみてみよう。
　田中氏の前掲書によると，15ページの表にあるフェニキア・アルファベット
に対して，ギリシア人は次のような補正をほどこした。
　　（1）母音文字の考案　’C　　AIeph声門閉鎖音）→A
　　　　　　　　　　　H6→E
　　　　　　　　　　　Hεth→H（Eの長音）
　　　　　　　　　　　Y6d→1
　　　　　　　　　　　‘（‘　Ayin咽頭摩擦音）→O
　　　　　　　　　　　Wau→「（Uに相当する）
　　　　（「が末尾の方に置かれている歴史的事由については，田中，前掲書
　　　201～202ページに詳説されている。）
　（2）ギリシア語に必要な文字の挿入Eなど。
　（3）ギリシア語に不必要な文字の削除
　　　s’（Samekh），§（＄ade），　q（Qδph）など。
　　　なお，ギリシア語の・Σは，sh，　s（Shln）に由来する。
　（4）文字の追加　φ，X，　T，ρなど。　　　　　、
念のため，フェニキアとギリシアのアルファベットを対照してみよう。
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　（便宜上どちらも文字の表す音価のみをラテン文字に転写した。）
　フェニキア’bgdhwzhtyklmns’‘P§，tsqrsh，st
　ギリシア　　abgde　zεthiklmn　op　　　rs　t
　　　　　　　　　（u）　　（挿入）ks
　　　（追加）uphkhps6
　この結果に基づいて，19ペー・一ジの仮説く2）に従うと，原初のギリシァ・アルフ
ァベットは次のような構成になっていたはずだ。
　　a　　　b　　　g　　　d
　　e　　　　（u）　　　　z　　　　（δ）　　　　th
　　　i　　　k　　　l　　m　　　n　　　ks
　　o　　　p　　　r　　　s　　　t
　　（u）　　　ph　　　　kh　　　　ps　　　　6
　これを整理して書き直すと，次のようになる。
　　a　　　b　　　g　　　d
　　e　　　　　　　　　th，　z
　　　i　　　　　　k　　　　　　　l，m，　n　　　ks
　　o　　　p　　　　　　　r，s，t
　　u　　　　ph　　　　kh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ps　　　　6
　　　（uとe，eは一個所にまとめた。）
　この文字表は，音韻論的にも一定の原則に則っていることは明らかだ。
　このような「アカサタナ型」のアルファベットの存在を裏付けする古代の遺
文が現存しているかどうかは知らないが，現にサンスクリットのような実例が
あるのだから，その可能性を一概に否定はできないだろう。
　これが，「仮説」の（4）のような事情で，縦横の方向を反対にして書かれるよ
うになったとすると，ギリシア語の，したがって英語のアルファベットの配列
順は，うまく説明がつくと思われるのだが，どうであろうか。
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　以上のべたところが，アルファベットの字母配列についての私の「随想」だ。
「随想」と銘打っているからには，もとより専門家の批判，検討に耐え得るに
はほど遠いことだろう。素人の「思いつき」を，自分でもたのしみながら展開
したに過ぎない。読者の消閑のよすがとなったとすれば，さいわいである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1986年12月25日　稿了）
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